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論文の内容の要旨

　伝導性を示す有機分子性結晶であるBEDトTTF系の有機伝導体について，その表面構造・物性を，走査型ト

ンネル顕微鏡，原子問力顕微鏡，X線光電子分光，超短パルスレーザー，等を用いて測定し，理論計算の結果と

比較することにより詳細に検討した。その結果，

（ユ）従来バルクと同じ表面構造を持つと考えられていた有機分子性結晶において，結晶がイオン性を持つ場合は，

その性質を反映して，無機材料表面と同様のメカニズムによって表面再構成・表面緩和等が発現することが明ら

かになった。更に，

（2）表面の電荷密度や分子構造を反映した表面特有の電荷密度波の発現を確認し，表面固有の状態が，表面の構造

だけでなく，表面での物性にも大きな影響を与えることが確認された。

　これらの結果により，材料の表面構造が無機，有機を間わず，統一的に理解される可能性が開けたとともに，

従来バルクの物性に主眼が置かれていた有機伝導体においても，無機物質と同様に表面物性の重要性を無視する

ことはできず，バルクでは見られない特異な物性を発現する可能性が存在することが明らかになった。

審査の結果の要旨

　極低温STM（走査トンネル電子顕微鏡）をはじめとする先端技術を駆使して，有機伝導体の表面構造・物性

に関して新しい知見を得た論文である。

　極性を有する有機材料表面で，表面再構成・表面緩和等の表面固有の構造が現れることが見出されたことによ

り，今後，無機・有機材料を含めた表面構造の統一的な理解が可能になるものと期待される。また，表面特有の

構造が，表面において，固体内部とは異なる電荷密度波を誘起することをSTM，理論計算により示しており，

同材料における新しい物性研究の端緒となる可能性を持つ。

　高度な内容を良く理解しており，質疑応答における態度も充分で，2年間で研究を進めたことを含めて，非常

に優秀であると考える。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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